
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年（令和７年）３月発行（２０号） 

ご挨拶 藤沢地区郷土づくり推進会議 議長 廣瀬 宣昭 

 

地域の皆さんには日頃より藤沢地区郷土づくり推進会議（以下「推進会議」という。）

に多くのご支援・ご協力をいただきありがとうございます。 

推進会議は、今年度より３部会となり、既存の部会の名称も変わりました。 

推進部会が「地域活性化部会」に、活動部会が「見守り活動部会」に、そして新たに

「ふじさわみらい部会」を立ち上げました。これからは、この３部会構成で活動をしてま

いりますのでよろしくお願いいたします。 

これからも私たち推進会議は、地域の皆さんとともに楽しいまちづくり、そして一生

安心して住み続けたいまちづくりを目指して活動をしていきたいと思っております。そ

れには地域の皆さんの力強いご支援・ご協力が必要となりますので、よろしくお願いい

たします。 

 
 
 
 ２０２５年２月１日に「藤沢地区全体集会」をＦプレイスで開催しました。 

今回の全体集会は二部構成で、第一部では今年度の各部会の活動報告、第二部

では初のパネルディスカッションを行いました。 

パネルディスカッションのテーマを「藤沢地区の“みらい”について考えてみよう！」

として、ファシリテーター（市村委員）の進行のもと、各部会が今後の取組を発表、そ

の後、会場の皆さんとの意見交換や質疑が行われました。 

藤沢市の都市計画テーマに沿った活動目標の設定があり満足しているとの感想

や、町内会等役員の高齢化・担い手不足の悩み解消に、いっそのこと町内会長を“高

校生”に、など様々な意見が挙がりました。今回の新たな試みに、来場者の多くが満

足された様子で会場を後にされました。 

令和６年度 藤沢地区全体集会の報告 

発  行 藤沢地区郷土づくり推進会議 

事務局 藤沢公民館（☎0466-22-0019） 

藤沢地区郷土づくり推進会議 検索 
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昨年度、皆さんにお約束した政策提言は次の６課題でした。 

提言１ 「デザインマンホール蓋」の設置 

提言２ 「藤沢橋自動車排出ガス測定局」周辺の敷地を活用した散策者誘導策の検討 

提言３ 「歩道景観」への取組 

提言４ 「藤沢宿案内看板」の設置 

提言５ 「旧桔梗屋」建物の利活用検討 

提言６ 「藤沢宿を知ろう、守ろう、伝えよう」の提起 

今年度は「政策提言の実現」に向かって活動を継続し、新しい課題に挑戦していきま

す。 

令和６年度活動報告 地域活性化部会 部会長 横山 英直 

 

２０２４年１１月１５日に、委員１１名で藤沢市内にあ

る３事業所等（藤沢市通信指令センター・横浜湘南道

路工事現場・北部環境事業所）を視察しました。 

特に、横浜湘南道路の工事現場では、完成後に道

路の渋滞や騒音、排ガス汚染が緩和されるなどの説

明があり、安全や環境に配慮していることがわかり、

将来に「光」輝く、愛着が湧く地域に住んでいる、と実

感することができました。 
 

２０２４年１０月１９日、２０日に開催さ

れた公民館まつりにおいて、見守り活

動部会を中心に「当てくじ」の模擬店を

運営しました。 

用意していたものが「完売」となり、

好評でした。 

公民館まつりへの参加・協力 

視察研修報告 
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【政策提言の実現】 

１ 「デザインマンホール蓋」の設置 

下水道部局とタイアップし、藤沢橋自動車排出ガス測定

局前のマンホールをデザインマンホール化し、今後マンホー

ルカードも作成し、藤沢宿散策者へのアピールを図ります。 

更に、今後の下水道改修に合わせて、藤沢宿内にデザイ

ンマンホールの追加設置を図るよう要請しています。どんな

デザインが良いのか、地域の皆さんからの提案をこれから

受け付けたいと思っています。 



 

令和６年度活動報告 見守り活動部会 部会長 石井 昇 

２ 「藤沢宿案内看板」の設置 

危機管理課と調整し、藤沢本町駅前に藤沢宿案内看板を設置することになりまし

た。この看板で藤沢本町駅を起点とする散策者に藤沢宿の主要な「見どころ」を提示

できるようになりました。 

また、藤沢本町駅周辺の再開発が計画されていることもあり、将来的には更に散策

者にとって便利な案内板の設置も考えていきます。 

 

【今後の活動】 

１ 他の提言についても、継続してフォローしてまいります。 

２ 文化・歴史の継承政策の提言に加えて、「安全・安心・暮らしやすいまち」をテーマ 

に活動します。 

 

２０２４年１１月２１日に藤沢地区の担

当コミュニティソーシャルワーカー、藤

沢東部・藤沢西部いきいきサポートセン

ターの方々の協力をいただきながら、

一般参加募集型の認知症サポーター

養成講座を初めて開催することができ

ました。認知症を正しく理解するととも

に、頼りとなる相談先や生活を支える制

度等の情報を教えていただきました。 

参加者２９人全員からアンケートの回

答があり、その結果は次のとおりでし

た。 

※参加者の年代 

３０歳代 １人 

４０歳代 ４人 

５０歳代 ９人 

６０歳代 ５人 

７０歳代 ８人 

８０歳代 １人 

不明 １人 

合計 29人 

 

※講義の感想について 

非常に満足 11人 

満足    15人 

どちらでもない  2人 

不満   1人 

合計    29人 
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令和６年度活動報告 ふじさわみらい部会 部会長 米井 健将 

イベントチラシ 

 

当日の様子 

 また、２０２５年２月２０日に、大清水中学校

３年生を対象に、VR（バーチャルリアリティ）

体験等を通じて、認知症の方の気持ちを正し

く理解することを目的とした「認知症フレンド

リー講座」を開催しました。 

 今回で３回目の開催となりましたが、皆さん

熱心に受講していました。 
 

ふじさわみらい部会は、これまでにはない推進会議での活動を行おうと、今年度の４

月に新たなメンバーを迎えて結成されました。 

土台のないところから活動を始めるのは簡単ではありませんでしたが、メンバー全

員の協力で、微力ながら子どもへ働くことの大事さや面白さを伝える「週末子ども塾」

なるイベントを実施することができました。 

当日は美容師、病院の先生に来ていただき、実演を交えて仕事について語ってもら

いました。 

来年度も、より多くの地域の方々に興味を持っていただき、ご参加いただけるよう

な活動を推進していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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